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地
域
の
人
々
の
か
か
わ
り
を
主
と
し
た
社
会
体
験
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
の

望
ま
し
い
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
み
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
掘
り

起
こ
し
を
目
的
に
馬
頭
中
学
校
と
小
川
中
学
校
で
は
、「
マ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

活
動
を
実
施
、
中
学
２
年
生
１
５
３
名
が
60
事
業
所
で
就
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
か
ら
12
日
の
５
日
間
（
馬
頭
中
学
校
生
は
10
日
か
ら
12
日
の
３
日

間
）
に
渡
る
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必

要
な
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
、
言
葉
遣
い
を
習
得
し
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
貴
重
な

体
験
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

望起活間要体

小川分署

馬頭南保育園

サンタヒルズ

アイス工房 武茂の郷
うおまつ

日 進 堂

深澤自動車

わかあゆ保育園

中学生職場体験
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那珂川町産学官連携新商品デザイン事業参加者募集

　民生委員児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、生活に困っている方、児童・障害者・高齢者等で問題を抱
えている方々に相談、助言、情報提供を行う皆さまの相談役です。困ったことがある場合は、地域の民生委員児
童委員にご相談ください。

氏　 名
山田　豊子
石河　悦夫
筧　　良夫
海老澤　均
笹沼　之子
川上　英子
岸　　三男
大森美也子
田代　和男
岡田　悦子
田村　里子
菊池　善昭
大金　和子
星　　光子
小高　一男
大森　　茂
森　　清一
稲澤　フク
齋藤　圭子
小幡　君子
平塚ふみえ
高野　洋子
星　　和子
岡本　　輝
横山　　昇
笠井　英子
笠井　和枝

屋代　康夫
益子　勝行
屋代　博一
屋代　　定
笹沼　喜一
藤田　　亨
川上　洋子
佐藤　　勉
薄井イツ子
山本　一枝
小泉　トヨ
星　　　力
鈴木　英一
荒牧スミ子
永森　　博
瀧田　敏夫
塚原　ヤヱ
秋元　義美
福島　惠子
伊藤　妙子
《主任児童委員》
高野　恵子
露久保輝雄
佐々木文子

新町上
新町下
室　町
南　町
田町１
田町２
田町３
田町４
片　根
健武下
健武上
矢又下
矢又上
和見下
和見上
小口下
小口上
北向田
久那瀬
松　野
富山下
富山上
盛　泉
谷　川
大内下
大内上
大那地

大山田下郷下
大山田下郷上
大山田上郷下
大山田上郷上
小砂下
小砂上
第１区
第２区
第３区
第４区
第５区
第６区
第７区
第８区
第９区
第10区
第11区
第12区
第13区
第14区

馬頭西地区
馬頭東地区
小川地区

９２－２６２８
９２－２６３６
９２－２１０２
９２－２１４２
９２－４５４９
９２－４１０３
９２－２０５８
９２－２６２０
９２－５６９５
９２－２１２０
９２－２２１８
９２－２７２７
９２－５２３７
９２－３２８２
９２－２２６１
９２－５６０１
９２－４４０６
９２－４７３７
９２－５８２１
９２－５２９３
９２－５４４８
９２－５１５３
９２－３６３６
９２－２８１８
９２－２８７９
９２－３６３１
９２－３７３６

９３－０４５１
９３－０２５６
９３－０３４５
９３－０４４６
９３－００７５
９３－０８３３
９６－３９８８
９６－２７７３
９６－４３９８
９６－３１８３
９６－３２７７
９６－３１８０
９６－２７８７
９６－２６９３
９６－２６９２
９６－３３１３
９６－２３４８
９６－２６４８
９６－２２７８
９６－２９６１

９２－３５２９
９２－２３６２
９６－３６５８

担 当 地 域 電 話 番 号 氏　 名 担 当 地 域 電 話 番 号

１．事業概要
　那珂川町では、中小企業等の商品開発力及び商品
デザインの向上、また、宇都宮メディア・アーツ専
門学校の学生の実践的な学習研究を行うため、企業
と学生のマッチングの場を設け、商品のデザイン製
作に取り込む「那珂川町産学官連携新商品デザイン
事業」を実施します。

２．事業の流れ
①企業等募集→②参加企業等決定→③企業等による
学生へのプレゼンテーション・意見交換会→④学生
による企業等へのプレゼンテーション・デザイン選
考会→⑤商品化へ向けてのマッチング

３．対象者
町内の中小企業者、産地組合等

４．募集数
１事業者程度

６．応募締切
平成23年１月21日（金）※必着

７．問い合わせ
商工観光課　商工係　☎0287－92－1116

５．応募方法
　所定の様式に必要事項を記入し、添付書類ととも
に商工観光課まで郵送または持参してください。

新商品を開発しようとしている方でデザインに
お困りの方、宇都宮メディア・アーツ専門学校
の生徒と一緒に新商品を開発してみませんか？

■問い合わせ　　健康福祉課　☎0287－92－1119
　　　　小川庁舎総合窓口課　☎0287－96－2111

12月１日をもって、民生委員児童委員が改選されました。
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高
齢
者
の
寒
さ
対
策

　

朝
夕
の
寒
さ
が
身
に
し
み
る
季

節
で
す
。
寒
く
な
る
ほ
ど
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
外
出

や
動
く
こ
と
が
億
劫
に
な
っ
て
き

ま
す
。
今
回
は
、
寒
さ
に
よ
る
体

の
変
化
や
寒
さ
を
上
手
に
乗
り
切

る
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

◆
痛
み
や
血
圧
に
悪
影
響

　

寒
さ
に
よ
り
末
梢
の
動
脈
の
収

縮
が
起
こ
る
と
、
冷
え
性
、
腰
痛
、

関
節
痛
、
し
び
れ
な
ど
が
悪
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。
痛
み
の
あ
る
部

分
は
、
冷
や
さ
な
い
よ
う
な
注
意

が
大
切
で
す
。

　

足
元
を
暖
め
る
よ
う
な
暖
房
器

具
（
床
暖
房
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
こ
た
つ
）
と
エ
ア
コ
ン
や

ヒ
ー
タ
ー
の
組
み
合
わ
せ
も
効
果

的
で
す
。
女
性
の
方
は
、
レ
ッ
ク

ウ
オ
ー
マ
ー
を
は
く
と
随
分
暖
か

さ
が
違
い
ま
す
。

　

ま
た
、
末
梢
血
管
が
収
縮
す
る

と
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
血
圧
上

昇
が
原
因
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
や

心
筋
梗
塞
が
多
発
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
血
圧
管
理
に
は
十
分

注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
体
温
調
整
が
低
下

　

寒
く
な
る
と
血
管
が
収
縮
し
て

体
温
を
外
に
逃
さ
な
い
と
い
う
よ

う
な
体
温
調
整
機
能
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
機
能
が
高
齢
者
に
な
る

と
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

も
寒
い
と
き
に
は
、
衣
服
を
重
ね

着
し
、
暑
く
な
る
と
脱
ぐ
と
い
っ

た
気
温
に
対
す
る
対
応
が
億
劫
に

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
寒
い
外
か

ら
暖
か
い
室
内
に
入
っ
て
も
、
着

ぶ
く
れ
し
た
ま
ま
で
汗
を
か
い
て

い
る
と
い
う
状
態
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

◆
着
ぶ
く
れ
対
策

　

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
厚
着

を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
逆

に
そ
れ
が
原
因
で
風
邪
を
ひ
く
場

合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
分
厚
い
服

を
１
枚
着
る
よ
り
も
、
薄
め
の
服

を
重
ね
着
す
る
方
が
暖
か
く
な

り
、
調
整
も
し
易
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
薄
く
て
保
温
性

の
優
れ
た
素
材
の
も
の
が
多
く
出

て
い
ま
す
の
で
、
買
い
求
め
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。　
　

　

ま
た
、
暖
か
い
場
所
で
は
、
上

着
、
手
袋
、
帽
子
、
マ
フ
ラ
ー
等

を
脱
い
で
、
体
温
を
下
げ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
転
倒
対
策 

　

厚
着
に
よ
り
、
と
っ
さ
の
行
動

が
鈍
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
手
袋

を
し
て
い
る
た
め
に
、
杖
を
し
っ

か
り
握
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の

で
、
転
倒
の
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
時
間
の
余
裕
を
も
ち
、
焦

ら
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
と
行
動
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
厳
し
く
な
り

ま
す
。
ご
家
族
や
地
域
の
皆
様

も
、
高
齢
者
の
方
々
が
安
全
に
こ

の
冬
を
の
り
き
れ
る
よ
う
、
温
か

な
気
持
ち
で
支
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

子育て支援センター
当センターは、０歳から就学前のお子さんやお母
さん、おうちの方の交流の場です。

： 月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　他のお母さんと子どもが遊ぶ姿や会話、ことばかけなど、
子どもとの関わり方を見て、自分が気づかなかったことや
我が子の違った面、長所を発見するかもしれませんよ！

１月12日（水）10：00～
「年齢に応じた躾について」
テーブルを囲んで大喜先生とお話ししてみません
か？　申し込みは１月11日まで。

12月22日（水）10：00～
　ペットボトルや封筒を使ってマラカス
など楽器を作ってみませんか？曲に合わ
せて音を出して（演奏？）みんなで楽し
みましょう！！

（ミニクリスマス会）
申し込みは
12月18日まで。
人数は20組とします。

☎0287－96－5223

しつけ
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低
炭
素
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

④
木
の
あ
る
暮
ら
し

　

木
は
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
繰
り

返
し
使
え
る
資
源
に
な
り
ま
す
。

木
材
を
利
用
し
た
住
宅
や
公
共
施

設
づ
く
り
、
木
く
ず
な
ど
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

⑤
企
業
努
力
の
公
表

　

多
く
の
企
業
が
低
炭
素
製
品
の

開
発
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
そ
の
努
力
を
公
表

す
る
こ
と
で
、
企
業
は
さ
ら
な
る

努
力
を
続
け
、
消
費
者
に
と
っ
て

は
低
炭
素
社
会
・
サ
ー
ビ
ス
を
選

ぶ
目
安
に
も
な
り
ま
す
。

■
運
輸

⑥
ス
ム
ー
ズ
な
流
通

　

例
え
ば
、
必
要
な
物
の
量
が
始

め
か
ら
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
必
要

な
い
分
の
生
産
を
お
さ
え
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ム
ダ
使
い
が
減
ら
せ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ム
ダ
を
減
ら
す

た
め
に
、
材
料
の
調
達
↓
製
造
↓

運
搬
↓
販
売
に
関
係
す
る
人
々
が
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

⑦
〜
⑫
の
取
り
組
み
（
後
編
）

に
つ
い
て
は
、
１
月
号
で
紹
介
し

ま
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

みんなで考えよう！
これからのエコ社会①

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

国
で
は
、
低
炭
素
社
会
に
向
け

た
12
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
前
編
）

■
暮
ら
し

①
自
然
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

　

住
宅
や
会
社
で
は
、
屋
上
に
植

物
を
植
え
た
り
、
高
効
率
給
湯
器

や
太
陽
光
発
電
を
設
置
す
る
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
設
備
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
買
う
↓
賢
く
借
り
る

　

最
先
端
の
省
エ
ネ
機
能
が
つ
い

た
自
動
車
や
電
気
製
品
な
ど
は
、

使
用
回
数
や
利
用
状
況
を
考
え
て
、

必
要
な
と
き
に
使
い
た
い
だ
け
レ

ン
タ
ル
す
る
と
い
う
考
え
方
も
大

切
で
す
。

■
産
業

③
地
域
の
恵
み
を
旬
に
食
べ
る

　

遠
い
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
運
ば
れ
て
き

た
食
材
よ
り
も
、
そ
の
地
域
で
採

れ
た
旬
の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が

　

次
の
よ
う
な
場
所
は
特
に
水
道

管
が
凍
り
や
す
い
の
で
凍
結
防
止

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
む
き
出
し
」
の
場
所

②
建
物
の
北
側
で
日
陰
の
場
所

③
風
当
た
り
の
強
い
場
所

凍
結
防
止
対
策

・「
む
き
出
し
」の
箇
所
に
毛
布
や

　

保
温
材
を
巻
き
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
後
は
水
抜
き
栓
を
締
め
、

　

蛇
口
の
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
場

　

合
は
、
断
線
・
漏
電
な
ど
使
用

　

前
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
た
場
合
の
対
応

凍
結
し
た
蛇
口
や
水
道
管
に
タ
オ

ル
を
か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

　

工
事
費
用
は
使
用
者
の
負
担
で

す
が
、
漏
水
に
よ
り
急
増
し
た
水

道
料
金
の
減
免
措
置
に
該
当
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
上
下
水

道
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
節

水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
０
０
２

水
道
管
の
〝
凍
結
防
止
〞
対
策

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　過去20年間の仕事で僕は、那珂川町内ほとんどの
学校、幼稚園、保育園を訪問したため、多少の土地勘
ができています。運転は嫌いではないですが大好きと
も言えません。用事を済ますこと以外はあまり運転を
していません。もし、キノコ狩り、山登り、外食が好き
だったら、もっと運転の冒険心があるでしょうが、僕
の趣味は畑、料理と読書で、あまり運転の必要があり
ません。
　しかし、役場の職員は、交替で安全パトロールを実
施しています。青色回転灯が装備されている車で、那
珂川町を巡回し、防犯活動をしています。児童生徒の
下校時の安全確保などのため、我々のパトロールは時
間が許す限り町の隅々を走ります。町内や学校周辺は
見慣れていますが、脇道に入れば入るほど、僕にとっ
て「奥の細未知」の世界に入ります（ダジャレを許し
て下さい）。

　まず、第一印象は、多くの町民は自然の中で、様々
にとても素敵な環境に住んでいると思いました。パト
ロール中に目に入るのは、昔の水墨に写された景色そ
のままです。僕は、初めて日本の美術と触れた後、「日
本」と聞くと頭に浮かぶのはこの風景です。近代化さ
れた日本にはこのような場所がまだ残っていることが
うれしいです。「小学生は毎日、このきれいな景色を眺
めながら登下校している」と考えると少しうらやまし
いです。
　次の印象は、自転車、バイク、車やデマンドタク
シーなど交通機関の大切さです。那珂川町に滞在して
いる間、僕は４カ所に住んでいましたが、いずれも役
場や小川庁舎から徒歩で20分範囲内です。しかし、
「脇道」の皆さんは、役場まで歩くことは非常に難しい
でしょう。生活の不便が明らかですが、最も心配する
のは孤独感です。
　最後の印象は、那珂川町についてではなく、自分個
人について話せば、やはり、人生のなかでも幹線だけ
でなく、ときどき「脇道」も歩くべきです。

第19話　「脇道」

・・・
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寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　

磯
野　

進
様
（
北
向
田
）

十
万
円　

川
崎　

輝
様
（
馬
頭
）

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　

藤
田
和
夫
様
（
和
見
）

○
教
育
文
化
基
金
（
図
書
館
）
へ

十
万
円　

藤
田
和
夫
様
（
和
見
）

○
図
書
館
へ

十
万
円　

益
子
和
也
様
（
久
那
瀬
）

十
万
円　

川
崎　

輝
様
（
馬
頭
）

図
書
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
⑫
巻
」

　
　
　
　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

○
馬
頭
広
重
美
術
館
へ

一
万
二
千
円
二
百
円

　

な
の
英
十
五
周
年
記
念
ゴ
ル
フ

　
　
　

参
加
者
一
同
様
（
白
久
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
回
）

十
万
円　

藤
田
和
夫
様
（
和
見
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
３
３
回
）

十
万
円　

國
安
隆
夫
様
（
吉
田
）

一
万
五
千
百
七
十
五
円

　
　
　
　

眞
島
良
子
様
（
小
川
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ

十
万
円　

福
田
光
男
様
（
谷
川
）

三
万
六
千
四
百
二
十
六
円

　

ほ
の
ぼ
の
営
農
集
団

　
　

代
表
岩
村
文
郎
様
（
松
野
）

　国民年金の第１号被保険者で、年間60日以上農業に従事する60
歳未満の方は、誰でも農業者年金に加入できます。
　（注）農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（月額
400円）への加入も必要となります。
　保険料は月額２万円～６万７千円（千円単位）で自由に選択、状
況に応じていつでも見直せます。一定の要件を満たす方は、政策支
援として月額４千円～１万円の保険料補助があります。
　支払った保険料の全額が、社会保険料控除の対象となり、所得
税・住民税の節税につながります。
　年金は原則65歳から受け取ることができます。また、80歳まで
に死亡した場合でも、80歳までに受け取れるはずであった老齢年
金の現在価値に相当する額が、死亡一時金として遺族に支給されま
す。
問い合わせ　農業委員会　☎0287－92－1185

　栃木県では、青少年の健全育成を図るため、「栃木県青少
年健全育成条例」や「青少年プラン」に基づき、「家庭の
日」の取り組みなど、各種施策を推進してきました。
　しかし、今日、地域や家庭の教育力低下が問題視されてい
ることから、大人が子どもを育てる役割と責任を果たしてい
くための具体的なものを分かりやすく示し、取り組んでいく
ことが必要です。
　そこで、心豊かでたくましい青少年を育むために、大人の
自覚と行動をより一層促し、子どもを健全に育てていく基本
理念や行動指針として、平成22年２月に「とちぎの子ども
育成憲章」を制定しました。

農業従事者の皆さん！農業者年金に加入しましょう

　町と農業委員会では、12月～
１月を農地パトロール月間とし、
町内の全地域を対象に農地の利用
状況調査を実施します。
　農業委員が中心となって農地の
パトロールを行いますので、農家
の皆さま方には、調査のご理解と
ご協力をお願いいたします。

問い合わせ
農業委員会  ☎0287－92－1185

農地パトロール
（利用状況調査）
の実施について

「とちぎの子ども育成憲章」
明日を担う子どもたちが　夢と希望を持ち
　　　　　　　　　　　　　心豊かでたくましく成長することは　県民すべての願いです
わたしたちは　子育てに積極的にかかわり
　　　　　　　　　　　　　子どもたちをみんなで育てていく決意を込め　ここに憲章を制定します
わたしたちは　１　子どもたち一人ひとりを尊重し　命を大切にします
　　　　　　　１　子どもたちとのかかわりを深め　思いやりの心をはぐくみます
　　　　　　　１　子どもたちとともに　学び　喜び　励ましあい　社会の一員としての自覚を育てます
　　　　　　　１　一人ひとりが子どもたちの手本となるよう行動します
　　　　　　　１　とちぎの豊かな自然　伝統　文化を守り　子どもたちに引き継ぎます

とちぎの子ども育成憲章の制定について
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時
雨
る
る
や
土
間
に
古
び
し
掛
時
計 

矢　

又　
　
　
　

星　
　

幸
子

空
の
色
映
し
て
濃
ゆ
き
野
菊
か
な 

小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

若
者
の
売
り
声
高
し
新
秋
刀
魚 

松　

野　
　
　
　

青
木　

俊
蓉

秋
の
虫
コ
ー
ヒ
ー
党
は
眠
れ
な
い 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

空
の
群
青
極
め
尽
し
て
鷹
渡
る 

小　

川　
　
　
　

和
泉
す
み
を

野
仏
の
顔
ひ
と
そ
ぎ
に
那
須
野
分 

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

つ
ば
く
ろ
は
事
な
く
巣
立
ち
ぬ
穀
二
つ
雀
の
攻
撃
ま
ぬ
が
れ
た
ら
し

 

和　

見　
　
　
　

小
高　

歌
子

高
台
の
校
舎
を
照
ら
す
没
り
日
濃
し
嗚
呼
山
峡
に
深
ぶ
か
と
秋

 

馬　

頭　
　
　
　

西
宮　

定
子

朝
あ
さ
の
卵
一
個
の
タ
ン
パ
ク
質
に
億
個
の
細
胞
支
え
ら
る
る
や

 

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

幾
年
も
実
を
拾
う
幸
受
け
て
き
し
栗
の
古
木
を
伐
る
と
決
意
す

 

小　

川　
　
　
　

古
澤　
　

實

望
ま
ぬ
に
毎
夜
目
覚
め
る
午
前
二
時
ラ
ジ
オ
の
深
夜
便
で
も
聞
こ
う

 

三　

輪　
　
　
　

石
澤
千
代
子

赤
松
の
枝
の
剪
定
に
余
念
な
き
庭
師
の
先
は
冬
の
青
空

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

睨
ん
で
も
子
供
は
知
ら
ず
悪
さ
す
る 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

夢
に
出
た
名
句
寝
床
に
置
き
忘
れ 

大　

内　
　
　
　

郡
司　

正
幸

酔
い
ど
れ
の
夫
の
愚
痴
に
生
欠
伸 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

割
り
込
み
が
周
囲
の
目
か
ら
追
い
出
さ
れ 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

睨
ま
れ
て
い
る
な
路
線
を
外
さ
れ
る 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

生
欠
伸
移
し
合
っ
て
る
無
人
駅 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

那珂川町
図書館

『
オ
ル
ゴ
ォ
ル
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

朱
川
湊
人
／
著
（
講
談
社
）

　

東
京
に
住
む
小
学
生
の
ハ
ヤ
ト
は
、
同
じ
団
地
に
住
む
お
じ
い
さ
ん
の
「
一生
に
一度

の
お
願
い
」
を
引
き
受
け
て
、
旅
に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

福
知
山
線
の
事
故
現
場
、
父
さ
ん
の
再
婚
と
新
し
い
命
、
そ
し
て
広
島
の
原
爆

ド
ー
ム
。
ハ
ヤ
ト
は
見
る
も
の
す
べ
て
に
価
値
観
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
、
お
じ
い
さ

ん
の
想
い
出
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
届
け
る
た
め
、
鹿
児
島
を
目
指
し
ま
す
。

　

少
年
の
心
の
変
化
や
成
長
を
丁
寧
に
描
き
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
物
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

一路
晃
司
／
著
（
角
川
書
店
）

　

義
務
教
育
を
終
え
た
お
初
は
、
貧
し
い
家
計
を
助
け
る
た
め
、
村
か
ら
離
れ
た
製

糸
工
場
に
奉
公
に
出
ま
し
た
。

　

繭
煮
で
む
せ
返
る
製
糸
工
場
の
中
で
、
故
郷
に
残
し
た
家
族
の
た
め
、
健
気
に
耐

え
な
が
ら
奮
闘
す
る
お
初
た
ち
を
襲
う
、
恐
怖
と
悲
劇
と
は
。

　
「
ペ
ー
ジ
を
捲
る
手
が
止
ま
ら
な
い
」
と
選
考
委
員
を
唸
ら
せ
た
、
日
本
ホ
ラ
ー
大

賞
受
賞
作
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ホ
ラ
ー
と
も
言
う
べ
き
新
し
い
恐
怖
が
こ
こ
に
誕
生
。

『
ボ
ク
た
ち
に
殺
さ
れ
る
い
の
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
林
照
幸
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

　

日
本
で
は
家
族
の
一員
と
し
て
可
愛
が
ら
れ
る
ペ
ッ
ト
が
い
る
一方
、
飼
い
主
の
都
合

で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
ペ
ッ
ト
が
数
多
く
い
ま
す
。
年
間
２
８
万
匹
の
犬
猫
が
人
間
の

都
合
で
殺
さ
れ
て
い
る
現
実
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
は
ど
ん
な
責
任
が
と
も
な
う
の
か
？
日
本
だ
け
で
な
く
、

海
外
で
も
動
物
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
見
つ
め
て
き
た
著
者
が
、
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

そ
の
過
酷
な
現
状
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◇『
ぎ
っ
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
』　

群
よ
う
こ
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
マ
ボ
ロ
シ
の
鳥
』　

太
田　

光
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
親
鸞
と
道
元
』　

五
木
寛
之
／
著
（
祥
伝
社
）

◇『
木
暮
荘
物
語
』　

三
浦
し
を
ん
／
著
（
祥
伝
社
）

◇『
て
っ
ぱ
ん
』　

寺
田
敏
雄
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇『
若
様
組
ま
い
る
』　

畠
中　

恵
／
著
（
講
談
社
）

◇『
13
歳
の
シ
ー
ズ
ン
』　

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
（
光
文
社
）

◇『
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
環
境
の
雑
学
』　

佐
々
木
進
市
／
著
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

◇『
お
米
の
達
人
が
教
え
る
ご
は
ん
基
本
帳
』　

西
島
豊
造
／
著
（
家
の
光
協
会
）

◇『
ま
る
ご
と
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
』　

コ
ダ
シ
マ
ア
コ
／
著
（
か
も
が
わ
出
版
）

◇『
美
し
い
お
せ
ち
と
お
も
て
な
し
正
月
料
理
』　

主
婦
の
友
社
／
編
（
主
婦
の
友
社
）

『
お
初
の
繭
』

さ　

ん　

ま

し　

ぐ
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Ｆ
Ｃ
ア
ラ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

主
催
の
第
５
回
パ
ナ
ホ
ー
ム
カ
ッ

プ
那
珂
川
ち
び
っ
こ
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
大
会
が
、
11
月
３
日
に
小
川

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
67

チ
ー
ム
５
６
０
名
の
選
手
が
出
場

し
、
園
児
の
部
、
小
学
２
年
生
以

下
の
部
、
小
学
３
年
生
以
下
の
部

の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
桑
野
正
光
教
育

長
か
ら
は
「
日
本
代
表
の
長
友
選

手
や
本
田
選
手
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
面
用
意
さ
れ
た
コ
ー
ト
の
あ

ち
こ
ち
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る

子
供
た
ち
の
姿
に
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

小
砂
焼
体
験
セ
ン
タ
ー
陶
遊
館

及
び
藤
田
製
陶
所
で
、
11
月
６
日

と
７
日
の
２
日
間
、
秋
の
登
り
窯

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
小
砂
焼
陶

器
市
の
ほ
か
、
ろ
く
ろ
や
絵
付
け

体
験
、
地
元
有
志
に
よ
る
餅
つ
き

や
模
擬
店
な
ど
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

里
山
の
森
林
保
全
と
都
市
住
民

と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
那
珂
川
町

林
業
振
興
会
主
催
の
ど
ん
ぐ
り
交

流
会
が
、
11
月
６
日
に
小
砂
地
区

の
里
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
や
神
奈
川
な
ど
の
都
会
か

ら
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
自
ら
ど

ん
ぐ
り
の
実
を
植
え
た
ど
ん
ぐ
り

ポ
ッ
ト
と
苗
を
植
え
た
ど
ん
ぐ
り

キ
ュ
ー
ブ
の
里
親
と
な
り
、
自
宅

の
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
育
て
、
１
年

後
、
大
き
く
な
っ
た
ど
ん
ぐ
り
の

木
を
山
に
植
え
て
、
里
山
の
再
生

に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

苔
な
ど
で
盆
栽
風
に
思
い
思
い

に
飾
っ
た
ど
ん
ぐ
り
キ
ュ
ー
ブ
の

出
来
ば
え
に
皆
さ
ん
満
足
そ
う
で
、

大
事
に
持
ち
帰
り
、
育
て
、
１
年

後
に
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て

い
ま
し
た
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で

は
、
展
示
会
「
那
須
の
ゆ
り
が
ね

―

産
金
の
歴
史―

」
に
関
連
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
ゆ
り
が
ね

ウ
ォ
ー
ク
」
が
11
月
７
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
の
産

金
に
関
連
す
る
史
跡
を
歩
い
て
め

ぐ
る
こ
と
で
、
那
須
の
歴
史
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

併
せ
て
健
康
増
進
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
、
約
50
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
湯
津
上
館
か
ら
バ
ス

で
移
動
し
、
大
山
田
下
郷
・
大

内
・
健
武
の
３
地
区
に
あ
る
坑
口

を
見
て
回
り
な
が
ら
約
10
㎞
を
歩

き
、
少
し
ず
つ
色
づ
き
始
め
た
紅

葉
を
見
な
が
ら
い
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

秋
の
登
り
窯
ま
つ
り

「
那
須
の
ゆ
り
が
ね
」

　

ゆ
り
が
ね
ウ
ォ
ー
ク

ど
ん
ぐ
り
交
流
会

　

温
泉
を
利
用
し
た
ト
ラ
フ
グ
の

養
殖
事
業
を
進
め
て
い
る
那
珂
川

町
温
泉
ト
ラ
フ
グ
研
究
会
が
、
こ

の
度
、
第
７
回
下
野
ふ
る
さ
と
大

賞
を
受
賞
し
、
11
月
９
日
に
同
研

究
会
の
野
口
勝
明
会
長
が
、
そ
の

報
告
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
産
学
官
連
携

で
地
域
資
源
を
生
か
し
、
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、

海
な
し
県
で
ト
ラ
フ
グ
を
育
て
る

と
い
う
発
想
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、

数
々
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
那
珂
川
町
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
た
温

泉
ト
ラ
フ
グ
が
起
爆
剤
と
な
り
、

町
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

下
野
ふ
る
さ
と
大
賞

温
泉
ト
ラ
フ
グ
が
受
賞
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11
月
13
日
、
な
ご
み
の
郷
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
盛
泉
）
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
盛
谷
協
議
会
主
催
の
第

３
回
紅
葉
・
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

益
子
盛
会
長
か
ら
は
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
活
性

化
し
よ
う
と
、
６
年
前
か
ら
休
耕

田
を
活
用
し
て
ポ
ピ
ー
園
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
10
月
に

種
を
ま
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
頑

張
っ
て
育
て
て
い
ま
す
の
で
、
来

年
５
月
に
ポ
ピ
ー
が
咲
く
頃
、
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
に
見
に
来
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
特
産
品
や
新

そ
ば
の
販
売
の
ほ
か
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
ダ
ン
ス
や
地
元
歌
手
の
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
、
大
い
に

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
東
京
都
豊
島
区
か

ら
高
野
之
夫
豊
島
区
長
を
は
じ

め
、
区
議
会
議
長
や
区
観
光
協
会

長
な
ど
21
名
が
来
町
し
、
ふ
る
さ

と
の
森
公
園
の
匠
の
館
で
昼
食
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
は
、
大
金
町
長
や
町

議
会
議
長
・
副
議
長
、
観
光
協
会

長
な
ど
が
出
席
し
、
高
野
豊
島
区

長
か
ら
は
、「
豊
島
区
で
は
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
が
体
験
で
き
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
那
珂
川
町
と
い

ろ
い
ろ
な
形
で
長
い
お
付
き
合
い

を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
馬
頭
広
重
美
術

館
や
、
ふ
く
ろ
う
に
縁
の
あ
る
鷲

子
山
上
神
社
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ゆ
り
が
ね
の
湯
で
は
11
月
21

日
、
利
用
者
が
１
５
０
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

　

１
５
０
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
、
茨
城
県
日
立
市
の
北
澤
敏
雄

さ
ん
・
ま
さ
子
さ
ん
夫
妻
で
、
大

金
町
長
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

北
澤
さ
ん
は
、
月
に
２
回
く
ら

い
ゆ
り
が
ね
の
湯
を
利
用
し
て
い

る
そ
う
で
、「
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
こ
と
で
本

当
に
驚
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
嬉

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

ゆ
り
が
ね
の
湯
は
、
16
年
７
か

月
で
利
用
者
１
５
０
万
人
を
突
破

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
久
キ
ク
ノ
さ
ん
（
か
た
く
り

の
郷
）
が
11
月
25
日
に
１
０
０
歳

を
迎
え
、
佐
藤
佳
正
副
町
長
か
ら

お
祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

高
久
さ
ん
は
、
那
須
烏
山
市
滝

田
の
出
身
で
、
20
歳
で
農
家
に
嫁

ぎ
、
米
や
葉
タ
バ
コ
を
栽
培
し
な

が
ら
、
一
男
二
女
を
育
て
た
そ
う

で
す
。

　

働
き
者
で
穏
や
か
な
性
格
の
高

久
さ
ん
は
、
農
協
婦
人
部
の
副
会

長
な
ど
も
務
め
た
そ
う
で
、
み
ん

な
で
行
っ
た
温
泉
旅
行
が
良
い
思

い
出
と
の
こ
と
。
長
生
き
の
秘
訣

を
尋
ね
る
と
「
間
食
せ
ず
、
毎
日

三
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
」
と

応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
く

れ
た
家
族
に
対
し
、「
あ
り
が
と

う
」
と
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

盛
谷
地
区
で

紅
葉
・
新
そ
ば
ま
つ
り

豊
島
区
長
が
来
町

　

11
月
13
日
、
児
童
館
で
旧
第
１

保
育
園
に
移
転
し
初
め
て
の
第
32

回
児
童
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

小
学
生
を
中
心
に
約
１
３
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
岡
館
長
か
ら
「
馬
頭
地

区
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ

り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
日
は
一

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
っ
て
下
さ

い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
１
部
で
は
「
楽
し
く
遊
ぼ

う
」
と
題
し
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
紙

コ
ッ
プ
タ
ー
、
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ

う
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
み
ん
な
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
オ
セ
ロ

返
し
ゲ
ー
ム
、
新
聞
ボ
ー
ル
合
戦

な
ど
チ
ー
ム
対
抗
で
の
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
。
子
供
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

児
童
館
ま
つ
り

高
久
キ
ク
ノ
さ
ん

　
　
　
　

祝
１
０
０
歳

ゆ
り
が
ね
の
湯

　
　

１
５
０
万
人
達
成
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　平成23年の新春を迎えるにあた
り、那珂川町町内関係者が一堂に会
し、賀詞交歓を行うとともに、町及
び関係機関・団体等の発展を祈念す
ることを趣旨として、町、議会、商
工会、観光協会、農協、森林組合の
共催により、賀詞交歓会を開催しま
す。参加を希望される方は、12月22
日（水）までにお申し込みください。
日時　１月６日（木）午後４時～
場所　ＪＡなす南グリーンパル
会費　2,000円（会費は、申し込み時
に納入してください。納入された会
費はお返しできませんので、予めご
了承ください）
申込方法　下記の各窓口に置いてあ
る申込書に会費を添えて、次のいず
れかの窓口にお申し込みください。
申込窓口
①役場総務課、②役場小川庁舎総合
窓口課、③那珂川町商工会、④那珂川
町観光協会、⑤ＪＡなす南本店、⑥那
須南森林組合
問い合わせ　那珂川町役場総務課
　　　　　　☎0287－92－1111

　町では、成人を迎えられたみなさ
んの新しい門出をお祝いする「成人
式」を挙行いたします。人生で一度
しか経験できない成人式。ぜひ出席
いただきますよう、ご案内申し上げ
ます。
日時　１月９日（日）午前10時～
会場　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
＊新成人のみなさまへ
　対象者（平成２年４月２日～平成
３年４月１日までに生まれた方）に
は、案内状を送付しています。まだ
届いていない場合は、生涯学習課ま
でお問い合わせください。
　なお、式典は、午前10時から開始
しますので、午前９時40分までに受
付を済ませてください。
＊家族のみなさまへ

町外へ転出された新成人の方で、当
町の成人式に出席を希望される場合
は、生涯学習課までご連絡ください。
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　☎0287－96－2116

日時　１月15日（土）
総合体育館出発（途中、小川体育館
に寄ります）
場所　マウントジーンズスキー場
募集人員　40名
※定員になり次第締切り
※中学生以下は保護者の同伴が必要
参加費　大人 　　　　　　2,500円
　　　　小人（中学生以下）1,000円
申込締切　１月７日（金）
問い合わせ・申込先
生涯学習課　☎0287－96－2116

日時　２月11日（金・祝）～12日（土）
総合体育館出発（途中、小川体育館
に寄ります）
場所　新潟県苗場スキー場
募集人員　30名
※定員になり次第締切り
※中学生以下は保護者の同伴が必要
参加費　大人　　　　　　 23,000円
　　　　小人（小学生以下）17,000円
申込締切　１月28日（金）
問い合わせ・申込先
生涯学習課　☎0287－96－2116

　鹿児島県鹿屋市の限界集落である
柳谷地区（通称：やねだん）を立て
直した公民館長の豊重哲郎氏の講演
会が町民大学として開催されます。
豊重氏はＴＢＳ系「夢の扉」～ＮＥ
ＸＴ ＤＯＯＲ～など数々のテレビ
番組や各地の講演会などで地域再生
リーダー作りなどをテーマにした講
演が絶賛されています。
　町づくり地域づくりの｢情熱｣が実
感できる講演会です。皆さんお誘い
あわせのうえ是非ご参加ください。

第１回　町民スキー教室
参加者募集

第２回　町民スキー教室
参加者募集

町民大学「やる気を起こせば、必ず
奇跡が起きる」講演会の開催について

成人式のご案内

新春賀詞交歓会のご案内
日時　１月30日（日）午後１時30分～
場所　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
申込方法　所定の申込書（今月の広
報と一緒に配布）に必要事項を記載
の上、下記までお申込みください。
当日の整理券をお渡しいたします。
問い合わせ・申込先
生涯学習課　   ☎　0287－96－2116
　　　　　　 FAX 0287－96－4545
山村開発センター
　　　　　　   ☎　0287－92－2897
　　　　　　 FAX 0287－92－0525

募集住宅
町営谷田上の原住宅（１戸）
部屋番号　２－２
間取り　３ＤＫ
入居時家賃　9,600円～ 14,400円
※所得に応じて決定します。
募集期間　12月15日（水）～28日（火）
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ　建設課管理係
　　　　　　☎0287－92－1118

　保護者のいない児童または保護者
が養育できない児童を自分の家庭に
迎え入れ、愛情を込めて養育してく
れる「養育里親」を募集しています。
　養育期間は、①児童が社会的自立
が可能となるまで、②保護者が児童
を引き取れるようになるまでなど児
童の状況に応じて異なります。
　養育里親となるためには、原則６
日間の研修の受講が必要です。
問い合わせ　栃木県県北児童相談所
　　　　　　☎0287－36－1058

町営住宅の入居者募集

社会的養護を担う
養育里親になりませんか？

まほろばの湯の再開について
12月23日（木・祝）よりまほろばの湯
の再開を予定しております。長期間に
わたりご迷惑をおかけいたしました。
皆さまのお越しをお待ちしております。
問い合わせ先
　まほろばの湯☎0287－96－6100
　商工観光課　☎0287－92－1116
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免税証の交付を受けられる人
○農業を営み農業用機械に軽油を使
　用する人
○機械を使う作業全ての委託を受け
　て農作業を行い、農業用機械に軽
　油を使用する人
申請に必要なもの
○420円（新規・更新）
○印鑑
○免税軽油使用者証
○機械の詳細がわかるもの（新規・
　変更のみ）
○免税軽油の引き取り等に係る報告
　書及び添付書類（納品書）
○耕作面積の証明書（農業委員会で
　交付するもの）
※機械を使う作業全ての委託を受け
て農作業を行う場合には、次のもの
が必要になります。
○耕作（農作業受委託）証明書（農
　業委員会で交付するもの）
○農作業受委託に関する契約書の写し
受付日程及び場所
受付日　１月６日（木）～７日（金）
時間　午前９時～正午
　　　午後１時～４時
場所　小川総合福祉センター
　　　すこやか共生館多目的集会室
問い合わせ
那珂川町農林振興課
　　　　　　　　☎0287－92－1113
矢板県税事務所　☎0287－43－2173

　私たち朗読ボランティアは、町身
体障害者福祉会や町社会福祉協議会
のご支援のもと、広報「なかがわ」
をカセットテープに録音したものを
希望者にお届けしております。
　視覚に障害のお持ちの方、寝たき
りで広報紙を読むことができない方
などご希望の方はお問い合わせくだ
さい。
問い合わせ　朗読ボランティア代表
　（蓮實）　☎0287－96－3148

陸上自衛隊高等工科学校とは？
　高等学校の普通科と同等の教育を
受けながら、自衛官として必要な各
種教育や訓練を受けます。生徒課程
修了時『高等学校の卒業資格』を取
得できるコースです。
応募資格　中学校卒業または卒業見
込の方で、平成23年４月１日現在、
15歳以上17歳未満の男子
受付期限　平成23年１月７日（金）
第１次試験　平成23年１月22日（土）
会場：大田原勤労者総合福祉センター
問い合わせ　
自衛隊大田原地域事務所
　　　　　　　　☎0287－22－2940

　「脳脊髄液減少症」は、交通事故や
転倒・スポーツ外傷等、身体への強
い衝撃により、脊髄硬膜から脳脊髄
液が漏れ、頭痛や首の痛み・めま
い・吐き気・耳鳴りなどのさまざま
な症状が現われるのが特徴です。
　自律神経失調症やうつ病と症状が
似ているため、周囲の誤解を受けや
すく、まだまだ研究途上であり、診
療できる医療機関も少ない現状です
が、栃木県ホームページ等で情報が
得られます。
栃木県ホームページアドレス　
http://www.pref.tochigi.lg.jp/welfar
e/iryou/ippan/1191222336302.html

ご存知ですか？
脳脊髄液減少症について

広報「なかがわ」の録音テープ
希望者に提供します

高等工科学校《自衛隊生徒》募集平成23年中に使用する農業用免税軽油
の免税証交付申請を受け付けます

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0:30
1:00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

県政ピックアップ
クローズアップとちぎ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
 

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

農林水産省気象情報（金土日除）
運び屋寄席

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ＵＨＯフュ―チャーレスキュー

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
県政ピックアップ
クローズアップとちぎ

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

　年末の営業は12月29日（水）まで、
新年は１月２日（日）から営業します。
年末年始の休業日
12月30日（木）～１月１日（土）
※なお、１月６日（木）は臨時休業日
　とさせていただきます。
問い合わせ
商工観光課　　☎0287－92－1116
ゆりがねの湯　☎0287－92－3023

那珂川町営温泉浴場ゆりがねの湯
年末年始の営業のお知らせ
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年末年始休館：12 月 28 日（火）～１月４日（火）
共通：12 月 23 日（木）、１月 10 日（月）

12月20日（月）、27日（月）
１月11日（火）

12月17日（金）、24日（金）
１月７日（金）、14日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（12/16～1/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たまごのクリスマスおはなし会
・12月16日（木）午前10：30～
・場所　馬頭福祉センター　和室
　おはなしグループたまごのクリスマスおはなし会です。
　サンタさんが来て、素敵なプレゼントをくれるよ！

なかよしひろば
・12月16日（木）午前10：00～
　クリスマス会をしよう。プレゼントもあるよ。
・参加費　100円
・参加申し込み　12月12日（日）まで

クリスマス会
・12月23日（木）午前10：00～
　みんなで楽しくパーティしましょう。
　お友だちを誘って申し込んでネ！
・参加費　50円
・参加申し込み　12月21日（火）まで

チャレンジクッキング
・12月18日（土）午前10：00～
　クリスマスのお菓子「スノーボール」をつくります。
・持ってくるもの　エプロン、三角巾
・参加費　50円
・参加申し込み　12月16日（木）まで

小川おはなし会
・12月18日（土）午後2：00～
・場所　小川公民館　２階
　ボランティアさんによる絵本の朗読や紙しばいです。

・１２月１８日（土）午前１０：００～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
・講師　小川平吉氏
・折り紙やチラシを使ってリースをつくります。
・募集人数　１５名（先着順）
・申し込み　電話（☎０２８７－９２－５０１５）か、
　馬頭・小川図書館のカウンターへお申し込みください。

工作教室（無料）「クリスマス飾りをつくろう」

「児童館」
12月16日～１月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後４時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

12/16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

8
9 10 11 12 13 14 15

30 31 1/1
2 3 7

ＪＶＣのおはなし会
・12月19日（日）午後2：00～午後3：00
・場所　馬頭図書館　児童室
　ジュニアボランティアクラブによるおはなし会です。

たのしい絵本と紙しばいの会
・１月６日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。

婦人ボランティアのおはなし会
・１月８日（土）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　ボランティアさんによる絵本の朗読や紙しばいです。

冬休みお楽しみ会
・12月27日（月）午前10：00～
　冬休みを楽しくすごそう。
・参加申し込み　12月23日（木）まで　・参加費　無料

生け花教室
・12月28日（火）午後1：30～
　お正月用の花を生けます。会員でない方も大歓迎！
・花代　1,000円
・参加申し込み（会員以外）　12月22日（水）まで

たこつくり教室
・１月５日（水）午前９：30～
　簡単でよくあがる「ぐにゃぐにゃだこ」を作ろう！
　親子での参加もＯＫです。
・参加費　50円
・参加申し込み　12月27日（月）まで

お正月あそびをしよう
・１月７日（金）午前10：00～
　福笑い、すごろく、百人一首などのお正月あそびを
　しましょう。おやつはおいしい抹茶とお菓子です。
・参加申し込み　１月５日（水）まで　・参加費　無料

なかよしひろば
・１月13日（木）午前10：00～
　お正月あそびをしよう。
・参加費　50円
・参加申し込み　１月11日（火）まで

4 5 6

今
月
の
表
紙

　

今
年
の
ゆ
り
が
ね
マ
ラ
ソ
ン
の
２
㎞
親

子
ペ
ア
の
部
に
は
、
67
組
の
親
子
が
参
加

し
、
全
員
、
無
事
完
走
し
ま
し
た
。

　

２
㎞
の
道
程
も
、
沿
道
の
皆
さ
ん
か
ら

の
声
援
を

受
け
、
家

族
で
走
れ

ば
、
つ
ら

さ
も
半

減
、
み
ん

な
笑
顔
で

ゴ
ー
ル
イ

ン
し
て
い

ま
し
た
。
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な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は

毎
年
、
田
ん
ぼ
で
古
代
米
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
11
月
上
旬

に
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。
脱
穀
し

て
稲
籾
が
貯
え
ら
れ
る
と
、
い
よ

い
よ
冬
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　

現
在
の
よ
う
な
水
田
稲
作
が
始

ま
る
弥
生
時
代
よ
り
も
前
、
縄
文

時
代
の
人
た
ち
は
何
を
主
食
に
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
縄
文
人

と
い
う
と
、
動
物
を
狩
っ
た
り
、

魚
を
獲
っ
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

木
の
実
を
主
食
に
し
て
い
ま
し
た
。

採
集
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ク
ル
ミ

や
ク
リ
、
ト
チ
な
ど
の
実
は
、
重

要
な
食
料
だ
っ
た
の
で
す
。

　

縄
文
人
が
そ
れ
ら
の
木
の
実
を

磨
り
つ
ぶ
す
の
に
使
っ
て
い
た
、

石
皿
と
磨
石
と
い
う
石
器
が
あ
り

ま
す
。
小
川
館
に
あ
る
復
元
さ
れ

た
竪
穴
住
居
内
に
展
示
さ
れ
て
お

り
、
町
内
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
か

ら
も
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。
皿

の
よ
う
に
内
側
が
窪
ん
だ
石
皿
を

下
に
置
き
、
丸
い
磨
石
を
手
に

持
っ
て
、
す
り
鉢
の
よ
う
な
使
い

方
を
す
る
道
具
で
し
た
。

　

使
い
込
ま
れ
て
、
石
皿
や
磨
石

の
表
面
は
な
め
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
石
で
つ
く
ら
れ
た
道
具
で

す
が
、
長
い
間
に
磨
り
減
っ
て
し

ま
い
、
真
ん
中
が
と
て
も
深
く

な
っ
た
石
皿
も
あ
り
ま
す
。
持
ち

運
び
す
る
よ
う
な
道
具
で
は
な
く
、

竪
穴
住
居
な
ど
に
置
か
れ
て
、

代
々
使
わ
れ
て
い
く
道
具
で
し
た
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
粉

に
し
た
木
の
実
を
動
物
の
肉
や
鳥

の
卵
と
混
ぜ
て
焼
い
た
、
縄
文

ク
ッ
キ
ー
と
呼
ば
れ
る
物
が
炭
化

し
た
状
態
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
人
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
木

の
実
を
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

磨
り
つ
ぶ
す
の
は
ア
ク
（
植
物
の

持
つ
渋
味
や
苦
味
な
ど
）
を
抜
く

た
め
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

木
の
実
の
中
で
も
、
ク
リ
や
ク

ル
ミ
の
実
は
ア
ク
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ト
チ
や
大
部
分
の
ド
ン
グ
リ

は
ア
ク
が
強
く
、
そ
の
ま
ま
で
は

食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ア
ク
を
抜
く

た
め
に
は
実
を
砕
い
て
磨
っ
て
粉

に
し
て
か
ら
、
水
に
さ
ら
し
た
り
、

灰
を
入
れ
て
煮
た
り
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

木
の
実
は
地
面
に
掘
っ
た
貯
蔵

穴
に
貯
え
て
お
い
て
、
食
料
が
ほ

と
ん
ど
採
取
で
き
な
い
冬
に
備
え

ま
し
た
。
縄
文
人
が
寒
い
冬
の
間

に
、
貯
蔵
穴
か
ら
出
し
た
木
の
実

を
、
炉
（
火
を
燃
や
す
場
所
）
の

近
く
で
磨
り
つ
ぶ
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
現
在
の
生
活

で
は
、
冬
の
間
の
食
料
の
貯
え
で

悩
む
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
暖
か
い
春
は
、
や
は
り
待
ち

遠
し
い
も
の
で
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

 

学
芸
員　

永
森
裕
子
）

●
冬
休
み
小
中
学
生
向
け
展
示
会

「
卯
（
う
さ
ぎ
）
を
考
古
学
す
る
」

会
期　

１
月
30
日
ま
で

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

●
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

日
時　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員
親
子
10
組　

参
加
費
５
０
０
円

●
講
演
会
「
栃
木
の
峠
」

講
師　

桑
野
正
光
氏

日
時　

12
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

70
人　

入
場
無
料

●
年
賀
状
展

　

募
集
中
、
１
月
に
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

小
川
館

☎
０
２
８
７―

９
６―

３
３
６
６

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

熊
田　

優
菜　

則　

昭　

健　

武

　
　
　
　
　
　

美
智
子

山
本　

り
お　
　

亮　
　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

ゆ
き
え

大
武　

聖
也　

健　

二　

富　

山

　
　
　
　
　
　

早　

苗

小
泉　

玲
音　

智　

史　

小　

川

　
　
　
　
　
　

典　

代

江
口　

璃
虎　

幸
太
郎　

小　

川

　
　
　
　
　
　

貴　

子

大
森
陽
菜
詩　

慎　

吾　

谷　

田

　
　
　
　
　
　

望　

美

相
ヶ
瀨
心
翔　

圭　

司　

片　

平

　
　
　
　
　
　

順　

子

石
井　

翔
稀　

和　

哉　

高　

岡

　
　
　
　
　
　

佳　

代

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

菊
地　

好
男　

（
57
）　

馬　

頭

齊
藤　

ユ
キ　

（
98
）　

馬　

頭

福
田　

キ
ミ　

（
97
）　

馬　

頭

小
船
イ
チ
ヱ　

（
93
）　

健　

武

荒
井　

勝
明　

（
88
）　

矢　

又

星　

キ
ヨ
子　

（
74
）　

矢　

又

菊
池　

昌
夫　

（
66
）　

矢　

又

大
金　

國
七　

（
101
）　

和　

見

藤
田　

千
鶴　

（
96
）　

和　

見

大
金　

宗
隆　

（
90
）　

小　

口

磯
野　

千
浪　

（
82
）　

北
向
田

五
十
嵐
一
也　

（
48
）　

松　

野

小
口　

ミ
ネ　

（
98
）　

松　

野

髙
野　

通
行　

（
94
）　

富　

山

福
田　

ミ
ヨ　

（
98
）　

谷　

川

深
澤　

タ
ミ　

（
78
）　
大
山
田
下
郷

川
﨑　

秀
勝　

（
82
）　
大
山
田
上
郷

笹
沼
眞
一
郎　

（
76
）　

小　

砂

菊
池　

光
雄　

（
89
）　

小　

砂

森
島　

タ
マ　

（
72
）　

小　

川

川
上
真
理
恵　

（
29
）　

小　

川

佐
藤　

留
治　

（
79
）　

小　

川

矢
野
目
靖
之　

（
65
）　

小　

川

佐
藤　

フ
サ　

（
86
）　

芳　

井

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

10
月
21
日
〜
11
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

ゆ　

な

せ
い
や

れ
お
ん

ま
な
と

し
ょ
う
ま

り　

と

ひ　

な　

た

（

）

小
川
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

い
な
も
み

す
り
い
し

ち
ょ
ぞ
う

あ
な

い
し
ざ
ら

ろ

石皿と磨石
（三輪仲町遺跡出土）

12月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－  3）9，618 人 男
（－10）9，552 人女
（－13）19，170 人計
（－  1）6，137世帯数

（　）内は前月との比較






